
.

発
行
／
山
形
県
尾
花
沢
市
議
会

編
集
／
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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発
行
責
任
者

議
長

青
野

隆
一

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長

鈴
木

清

副
委
員
長

和
田

哲

委
員

塩
原
未
知
子

委
員

星
川

薫

委
員

菅
野

喜
昭

委
員

安
井

一
義

委
員

鈴
木
由
美
子

●あ
●と
●が
●き

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
、
市
民
の
皆
様

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
広
報
・

広
聴
」
の
場
づ
く
り
を
多

く
設
け
ら
れ
る
よ
う
、
一

丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
和
田

哲
）
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補正補正
予算予算 定例会定例会

て い れ い か い

令
和
３
年
12
月
定
例
会
が
、
12
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
７
議
案
、
教
育
長
な

ど
の
人
事
案
件
３
件
を
慎
重
に
審
議
し
、
結
果
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

12 月12 月

20212021

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

補正予算の内容
一般会計予算 6億7,022万8千円 127億2,495万9千円

特
別
会
計

国民健康保険 4,640万円 19億6,728万6千円
中央診療所 98万4千円 4億1,143万5千円
介護保険 7,520万円 20億2,704万7千円
後期高齢者医療保険 499万7千円 2億1,129万7千円

総額総額 77 億億99 千千７ 00７ 00 万円を万円を

新型コロナウイルス感染症の影響の長期化と、燃料や電
気料の高騰により、大きく打撃を受けている花笠高原や
徳良湖周辺施設の再興を目指し、アフターコロナにおけ
る利用者の消費喚起により集客を促すもの。

163万3千円

肉用牛肥育経営持続化支援事業
（畜産経営減収対策緊急支援事業）

150万円
花笠高原・徳良湖施設復活応援事業

尾花沢市事業持続化応援支援金
(タクシー業、観光バス業などへの支給)

120万円

可決可決

❻❼ 令和４年１月15日発行・112号 112号・令和４年１月15日発行

コロナ緊急対策[第13弾〕コロナ緊急対策[第13弾〕

新型コロナウイルス感染症拡大による
緊急事態の影響で牛枝肉価格が下落基
調にあり、８月出荷分で標準的販売額
が生産費を下回り、牛マルキン（販売
額と生産費の差額９割を補填）が発動。
県独自の支援策として、牛マルキンで
補填されない１割分を県と市町村で協
調補填する。

新型コロナウイルス感染症の影響の長期化と燃料の高騰により、多
重に影響を受けている、地域の公共交通及び観光振興に不可欠なタ
クシー、バス事業の運営維持を支援するもの

・橋梁長寿命化事業3,828万円
・ふるさと暮らし応援事業補助金2,095万円

その他 主な事業

コロナ禍及び燃料高騰による、タクシー業、観光バス業などの減収に対す
る支援金は効果大。燃料高騰による路線バスの経営圧迫に対する対応はど
のようか。
路線バスは、業務委託しており、委託費の見直しは考えていない。

Ｑ

Ａ

菅野喜昭質疑

橋梁維持費の詳細についてうか
がいたい。
国の内示による社会資本整備総
合交付金により橋梁補修するも
の。三日町、鍋越、六沢の３橋
になる。

Ｑ

Ａ

伊藤浩質疑

花笠高原・徳良湖周辺施設復活応援事業費補助金、新型コロナ
ウイルス感染症対応応援支援金の詳細について説明をお願いし
たい。ねまる・スポーツクラブには支援が入ってない理由につ
いて伺いたい。
復活応援事業助成金は得得クーポン発行事業で、3,000枚発行
するもの。感染症対応応援金はふるさと振興公社への支援にな
る。ＪＡが管理するねまるは、それほど落ち込みがない。スポ
ーツクラブへは、燃料費高騰を含め確認したが補正に上げるよ
うな案件はなかった。

Ｑ

Ａ

星川薫質疑

Ⅱ－21－１号橋(鶴子地区)
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追加予算追加予算
12月定例会12月定例会

18歳以下の子どもへの18歳以下の子どもへの
現金 万円の年内支給現金 万円の年内支給

｢子育て世帯への臨時特別給付金｣が、12月15日に政府指針が急遽決定された
ため、追加補正予算が提案され(第９号)、全会一致で可決した。そのため18歳
以下の子どもへ現金10万円の支給となった。

子育て世帯臨時特別給付金給付事業

米
価
下
落
に
ど
う
支
援
す
る
か

米
価
下
落
に
ど
う
支
援
す
る
か

尾
花
沢
市
稲
作
経
営
緊
急
応
援
事
業
１
８
６
０
万
円

10
ａ
当
た
り
千
円

10
ａ
当
た
り
千
円
の
金

額
は
、
米
価
下
落
・
原

油
高
騰
・
農
業
資
材
の
値
上
げ

に
反
映
さ
れ
た
金
額
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。
県
の
主
食
用

米
の
｢生
産
の
目
安
｣に
協
力
し

て
い
る
の
に
、
こ
れ
で
は
経
営

意
欲
が
萎
縮
し
て
し
ま
う
。
今

後
予
算
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
伊
藤

浩
）

県
で
も
議
論
さ
れ
て
お

り
、
国
・
県
・
他
市
町

村
の
動
向
を
注
視
し
、
今
回
は

十
分
で
は
な
い
が
、
今
後
研
究

検
討
し
た
い
。

主

な

質

疑

問答

率
直
に
言
っ
て
「
少
な

い
！
」
と
思
う
。
農
家

は
コ
ス
ト
高
で
四
重
苦
・
五
重

苦
の
現
状
だ
。
県
内
の
自
治
体

で
は
、
千
円
か
ら
三
千
円
の
幅

が
あ
り
、
本
市
は
千
円
で
、
少

な
い
自
治
体
だ
。
村
山
市
は
、

12
月
定
例
会
で
補
正
し
な
い
で
、

３
月
定
例
会
で
補
正
す
る
よ
う

だ
が
、
本
市
は
ど
う
か
。

（
菅
野

修
一
）

10
ａ
当
た
り
に
対
し
て
、

畜
産
農
家
へ
の
支
援
制

度
と
の
制
度
の
整
合
性
を
と
っ

た
形
で
、
９
割
の
補
填
に
対
し
、

残
り
の
１
割
を
県
と
市
が
折
半

し
補
填
を
し
て
い
く
。

今
後
は
国
・
県
・
他
市
町
村

の
動
向
を
ふ
ま
え
て
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

問答

３回目のワクチン接種３回目のワクチン接種
コロナ第6波に備えてコロナ第6波に備えて

●令和3年度一般会計補正予算(第7号)

新型コロナウイルスワクチン
接種体制確保事業

山形県人事委員会勧告に伴う給与改定山形県人事委員会勧告に伴う給与改定
（県内民間の支給状況を踏まえ、ボーナスを引き下げ、期末手当に反映するもの）

●市の特別職 0.05ケ月分引き下げ
（ 市三役 合計15万１千円、議員 合計35万円 ）

2,511万２千円

決定1010

2億4,214万円

●市の一般職 0.1ケ月分引き下げ（ 合計849万４千円 ）

請

願

令
和
３
年
請
願
第
６
号

11月11月
臨 時 会臨 時 会

◎
｢沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
混
入
土
砂
を
埋
立
て

に
使
用
す
る
計
画
の
中
止
と
、
政
府
が
主
体
と
な

っ
て
戦
没
者
遺
骨
収
集
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願
｣

●
請
願
者

平
和
友
好
祭
北
村
山
地
区
実
行
委
員
会
実
行
委
員
長

菅
野

真
治

尾
花
沢
九
条
の
会

代
表

鈴
木
ミ
ツ
エ

●
紹
介
議
員

鈴
木

清

●
付
託

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

●
審
査
の
結
果

継
続
審
査

●
理
由

更
に
調
査
検
討
を
要
す
る
た
め
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行政調査レポート よく見て よく聞き よく考える

文
部
科
学
省
は
令
和
４

年
度
ま
で
に
全
て
の
公
立

学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協

議
会
制
度
）
設
置
を
努
力

義
務
目
標
と
し
て
お
り
、

山
形
市
に
お
い
て
は
小
中

学
校
の
約
半
数
が
既
に
設

置
を
完
了
し
て
い
る
。
令

和
４
年
度
に
は
全
て
の
公

立
校
へ
の
設
置
を
予
定
し

て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
学
校
と

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

が
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て

つ
く
る
「
地
域
と
共
に
あ

る
学
校
」
と
い
う
教
育
長

の
強
い
思
い
で
進
め
ら
れ

て
い
る
。
他
に
小
規
模
特

認
校
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
関

し
て
調
査
を
行
っ
た
。

山形市教育関係に関する調査
コミュニティスクール •小規模特認校制度 •ＩＣＴ教育

【令和３年12月17日】

⑴
ス
マ
ー
ト
シ
テ
イ
関
連

事
業

平
成
31
年
に
デ
ジ
タ
ル

専
門
人
材
派
遣
制
度
に
応

募
し
、
令
和
２
年
か
ら
県

内
で
唯
一
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

よ
り
人
材
派
遣
を
う
け
て

い
る
。
総
合
政
策
課
に
デ

ジ
タ
ル
推
進
室
を
設
置

(室
長
含
め
15
人
)し
、
各

部
門
の
若
手
職
員
に
デ
ジ

タ
ル
推
進
室
へ
の
兼
務
・

併
任
辞
令
し
て
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
し
て
い
る
。
デ

ジ
タ
ル
通
貨
(な
が
い
コ

イ
ン
)・
デ
マ
ン
ド
バ
ス

運
行
・
ス
マ
ー
ト
ス
ト

ア
・
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
で
河
川
の

水
位
監
視
・
Ｓ
Ｉ
Ｍ
で
子

ど
も
の
見
守
り
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ド
ロ
ー

ン
技
術
者
確
保
と
育
成
・

デジタル技術で地域の課題解決
レインボープランコンポストセンター・長井市役所

【令和３年11月２日】

⑶
新
庁
舎
建
設

鉄
道
駅
と
一
体
と
な
っ

た
全
国
初
の
庁
舎
。
旧
庁

舎
は
防
災
機
能
、
耐
震
性

不
足
、
洪
水
時
浸
水
想
定

区
域
内
で
あ
っ
た
た
め
に
、

安
全
性
(標
高
４
ｍ
高

い
)・
住
民
利
便
性
(ま
ち

な
か
)・
実
現
性
(フ
ラ
ワ

ー
長
井
線
)で
移
転
し
た
。

市
役
所
と
ま
ち
な
か
交

流
施
設
・
長
井
駅
を
合
体

し
全
長
170
ｍ
あ
り
、
分
散

し
て
い
た
市
役
所
機
能
を

集
約
し
防
災
拠
点
と
し
て

高
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
。
隣
地
に
は
、
令
和

５
年
完
成
予
定
の
公
共
複

合
施
設
と
し
て
、
図
書
館

＋
子
育
て
世
代
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
が
建
設
中
。

高
齢
者
向
け
デ
ジ
タ
ル
機

器
操
作
教
室
・
Ｄ
Ｘ
セ
ミ

ナ
ー
開
催
・
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

⑵
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン

平
成
３
年
「
台
所
と
農

業
を
つ
な
ぐ
・
な
が
い
計

画
」
計
画
調
査
委
員
会
を

設
置
し
、
市
民
と
行
政
で

協
働
の
組
織
作
り
を
行
っ

て
い
る
。

平
成
９
年
か
ら
は
、
コ

ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
に
搬

入
し
た
生
ご
み
を
堆
肥
化

し
、
そ
れ
を
農
家
な
ど
が

使
用
し
て
農
産
物
を
生
産

す
る
こ
と
で
、
再
び
台
所

へ
食
材
を
届
け
る
地
域
循

環
型
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
さ
き

が
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

令
和
３
年
11
月
９
日
に
定
例
会
を
村
山
市
議
会
議
場
に
て
開
催
し
、
令
和

２
年
度
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
（
歳

入
決
算
額
９
千
913
万
３
千
430
円
、
歳
出
決
算
額
８
千
852
万
３
千
848
円
）、
監

査
委
員
の
選
任
、
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
の
３
議
案
を
可
決

し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
12
月
21
日
に
臨
時
会
を
村
山
市
議
会
議
場
に
て
開

催
し
、
監
査
委
員
の
選
任
と
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
(五
十
嵐
健
氏
)に
つ

い
て
の
２
議
案
を
可
決
し
た
。

こ
の
度
、
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
で
は
議
員
改
選
が
行
わ
れ
、

尾
花
沢
市
か
ら
は
奥
山
格
議
員
、
小
関
英
子
議
員
、
星
川
薫
議
員
が
選
出
さ

れ
、
星
川
薫
議
員
が
副
議
長
に
、
奥
山
格
議
員
が
議
会
運
営
副
委
員
長
に
指

名
さ
れ
た
。

令
和
３
年
12
月
21
日
に
北
村
山
教
育
賞
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、
北
村
山
教
育
賞
に
落
合

信
輝
さ
ん
（
尾
花
沢
中
２
年
）、
落
合
大
翔
さ

ん
（
尾
花
沢
中
１
年
）、
大
場
明
咲
さ
ん
（
福

原
中
１
年
）、
北
村
山
教
育
奨
励
賞
に
内
山
こ

こ
ろ
さ
ん
（
日
大
山
形
高
１
年
）、
遠
藤
佳
人

さ
ん
（
秋
田
北
鷹
高
１
年
）
が
受
賞
し
た
。

第
41
回
北
村
山
地
区
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー

ル
児
童
生
徒
作
品
部
門
に
お
い
て
尾
花
沢
中
学
校
芸

術
部
、
作
品
名
「
い
き
い
き

さ
わ
や
か

学
校
生

活

服
装
・
髪
型
の
き
ま
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
」
が
特
選
を
受
賞
し
た
。

12
月
24
日
、
同
組
合
議
場
に
て
開
催
さ
れ
、
同
組

合
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
２
議
案
が
原
案
通
り
可

決
さ
れ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
そ
ぞ
667

万
８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
７
億
１
千
827
万
円

と
し
た
。

内
容
は
、
塵
芥

じ
ん
か
い

処
理
費
と
し
て
、
燃
料
費
、
光
熱

水
費
、
医
療
材
料
費
、
備
品
修
繕
料
な
ど
の
増
嵩
費

と
し
た
。

規
約
制
定
に
関
す
る
議
案
と
し
て
、「
尾
花
沢
市

大
石
田
町
環
境
衛
生
事
業
組
合
と
山
形
県
と
の
間
の

行
政
不
服
審
査
法
第
81
条
第
１
項
に
規
定
す
る
機
関

の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
事
務
の

委
託
に
関
す
る
規
約
の
制
定
に
つ
い
て
」
は
、
可
決

さ
れ
た
。

広域組合議会の報告広域組合議会の報告

令
和
３
年
12
月
23
日
に
第

３
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

繰
出
基
準
額
の
変
動
な
ど
に

伴
う
３
市
１
町
負
担
金
の
補

正
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
の
受

診
控
え
で
の
入
院
患
者
の
減

少
な
ど
に
よ
る
収
益
減
少
に

伴
う
補
正
予
算
２
議
案
を
可

決
し
た
。

今
後
、
医
師
と
看
護
師
の

確
保
と
と
も
に
、
病
院
の
建

て
替
え
を
含
め
協
議
し
て
い

く
。

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

尾
花
沢
市
大
石
田
町
環
境

衛
生
事
業
組
合
議
会

北
村
山
公
立
病
院

組
合
議
会

市町名 既決額 補正額 計

東 根 市 4億6,138万円 880万円 4億7,018万円

村 山 市 2億7,102万円 530万円 2億7,632万円

大石田町 6,009万円 117万円 6,126万円

尾花沢市 1億3,785万円 267万円 1億4,052万円

北村山公立病院負担金

人
事
案
件
の
議
案

と
し
て
、
同
組
合
の

議
会
選
出
監
査
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
全
会
一
致
の

同
意
を
も
っ
て
小
玉

勇
大
石
田
町
議
会
議

員
を
再
任
し
て
閉
会

し
た
。

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
は
、
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
や
教
育
な
ど
に
つ
い
て
事
務
を
共
同
処
理
す
る
と
こ
ろ
。

(

）



小
関
英
子

① 芭蕉来訪333年記念事業
② 上の畑焼の発掘調査
③ 子宮頸がんワクチン接種の支援拡充
4 リニューアル補助の拡充

塩
原
未
知
子

① 徳良湖マスタープラン見直し
② 尾花沢市のブランド米｢雪きらり｣と米の消費喚起
③ ｢最上紅花｣と尾花沢の関わり
④ 御所山県立自然公園
⑤ 新築を考える世代に魅力的な居住空間無雪化計画の推進を

鈴
木

清

① 特別養護老人ホームの入所待機者をどう解消するか
② 原油価格高騰下の福祉灯油
③ コロナ禍、今こそ学校給食の無料化を
④ 教職員対象の｢学校のあり方アンケート」

奥
山

格

① 学園構想
2 米価の下落に対する農家の支援策
3 本市観光の誘客拡大策
4 万寿荘の今後のあり方
5 パレットスクウェアの閉鎖

鈴
木
裕
雅

① 災害時の情報管理
② 農業補助
③ ごみ処理基本計画
4 中央診療所の今後のあり方
5 危険家屋所有者に対する対策
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伊
藤

浩

① 農業を取り巻く諸問題

② 元気な尾花沢づくりを更に進めるために

3 新年度の予算編成

菅
野
修
一

① 米価大幅下落への市独自支援策は

② 本市のブランド化米｢雪きらり｣

③ 四たび、旧駅前の賑わいを創出する
まちづくり

鈴
木
由
美
子

① 豪雪時の災害協定
② 自主防災組織
③ 環境関連施策
④ 街並みや景観の整備
⑤ バリアフリー・ユニバーサルデザインは進んでいるか

星
川

薫

① 消防に係る案件

② 徳良湖の観光事業

大
類
好
彦

① パレットスクエア
② 宝くじ助成(一般コミュニティー助成事業)
③ 診療所
4 ゴミ焼却場の建設

◯囲み数字が掲載



Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ａ
を
利
用
す

る
子
育
て
世
代
関
係
者
、

駅
前
商
店
事
業
者
、
路
線
バ
ス

利
用
者
な
ど
一
大
関
心
事
と
し

て
見
守
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
、
四
た
び
旧
駅
前
の

賑
わ
い
の
創
出
に
繋
が
る
、
民

と
官
が
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
を
示
し
て
も
ら
い
た
い

が
ど
う
か
。

パ
レ
ッ
ト
ス
ク
エ
ア
所

有
者
の
考
え
を
踏
ま
え
、

そ
の
周
辺
に
ど
の
よ
う
な
施
設

を
配
置
し
整
備
す
る
の
か
、
整

備
手
法
も
含
め
検
討
し
た
い
。

が
、
他
の
銘
柄
に
く
ら
べ
知
名

度
の
低
さ
と
流
通
量
の
少
な
さ

も
あ
り
、
大
変
残
念
な
価
格
と

な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
ふ
ま
え
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
検
証
し
、

研
究
会
と
連
携
し
な
が
ら
ブ
ラ

ン
ド
化
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

す
る
支
援
と
い
う
目
的
で
県
や

近
隣
自
治
体
の
支
援
内
容
を
考

慮
し
、
10
ａ
当
た
り
千
円
の
支

援
金
を
本
定
例
会
最
終
日
に
追

加
補
正
と
し
て
提
案
す
る
。

今
年
の
山
形
95
号
の
概

算
金
は
１
俵
８
千
200
円

と
最
低
価
格
と
な
っ
た
。
尾
花

沢
で
の
愛
称
を
「
雪
き
ら
り
」

と
命
名
し
、
研
究
会
も
設
立
し

た
。
ブ
ラ
ン
ド
化
予
算
を
付
与

し
、
７
年
目
だ
が
先
の
結
果
と

な
っ
た
。
せ
め
て
県
が
推
奨
す

る
「
雪
若
丸
」
並
の
評
価
を
得

る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
研
究
会
で
は
、

栽
培
技
術
の
研
修
会
や

土
壌
分
析
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
地
域
づ
く
り
の
大
き
な
ウ
ェ

イ
ト
に
な
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
性
化
な
ど
を
更
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

高
齢
者
の
健
康
で
元
気

な
活
動
に
対
し
、
地
区

の
公
民
館
活
動
や
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を

通
じ
て
積
極
的
に
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

一般質問 一般質問

1415

９
月
定
例
会
で
コ
ロ
ナ

禍
で
の
米
価
低
迷
を
受

け
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て

関
係
機
関
に
支
援
を
要
望
し
て

い
く
旨
の
答
弁
を
受
け
た
が
、

そ
の
後
の
活
動
内
容
と
成
果
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
、
山
形
県

市
長
会
、
東
北
市
長
会
、

全
国
市
長
会
の
中
で
農
家
の
現

状
を
訴
え
、
米
価
下
落
対
策
を

交
付
対
象
と
す
る
地
方
創
成
臨

時
交
付
金
の
予
算
拡
充
を
図
る

こ
と
な
ど
を
要
望
し
て
き
た
。

12
月
県
議
会
で
も
こ
れ
に
関
す

る
議
案
が
上
程
さ
れ
て
お
り
、

本
市
独
自
の
緊
急
対
策
も
今
定

例
会
に
追
加
補
正
を
予
定
し
て

い
る
。
稲
作
農
家
の
営
農
継
続

を
図
る
た
め
に
も
、
後
継
者
育

成
も
含
め
、「
儲
か
る
農
業
」

の
推
進
策
を
継
続
し
て
進
め
て

市長…稲作継続が図れる政策を進めたい

米価低迷に更なる対策が必要 !!
市長…県や近隣自治体の支援内容を考慮する

米価下落で千円の支援は安すぎる

菅野
すがの

修一
しゅういち

議員

３
年
産
米
価
は
１
万
円

を
大
き
く
割
込
む
概
算

金
と
な
っ
た
。「
こ
ん
な
価
格

で
は
米
作
り
は
続
け
ら
れ
ね

ぇ
」
と
悲
嘆
に
く
れ
て
い
る
。

昨
年
よ
り
も
３
千
300
円
の
下
落
、

一
昨
年
と
比
較
す
れ
ば
５
千
300

円
の
下
落
で
あ
り
、
10
ａ
当
た

り
生
産
コ
ス
ト
12
万
円
に
対
し
、

２
万
５
千
円
も
下
回
る
大
幅
赤

字
で
あ
る
。
農
家
が
意
欲
を
失

な
わ
ず
、
来
年
も
米
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
市
と
し
て

支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
金

山
町
で
は
、
10
ａ
当
た
り
３
千

円
、
宮
城
県
大
崎
市
は
４
千
円

を
支
給
す
る
と
し
て
い
る
。
中

山
間
稲
作
を
占
め
る
割
合
の
高

い
本
市
は
一
層
の
支
援
が
必
要

で
は
な
い
か
。

今
回
の
対
策
は
、
全
国

的
な
価
格
の
下
落
に
対

伊藤
いとう

浩
ひろし

議員

行
き
た
い
。

来
年
度
の
「
生
産
の
目

安
」
が
示
さ
れ
、
転
作

面
積
が
増
え
て
い
る
。
近
年
資

料
作
物
と
し
て
の
Ｗ
Ｃ
Ｓ
が
増

産
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
品
質

の
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

栽
培
農
家
へ
の
栽
培
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
周
知
徹
底
を
図
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

転
作
面
積
と
し
て
の

Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
、
今
年
度
は

約
130
ha
で
あ
り
、
昨
年
よ
り
25

ha
増
え
て
い
る
。
対
象
農
家
に

は
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
栽
培
管

理
方
法
の
周
知
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
、
関
係
機
関
と
連

携
し
た
営
農
指
導
を
行
い
、
品

質
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

中
山
間
地
域
、
特
に
未

整
理
地
区
の
農
地
荒
廃

防
止
の
た
め
に
何
が
必
要
と
考

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
新
規

就
農
者
育
成
も
含
め
、「
生
産

者
が
や
る
気
を
出
せ
る
農
業
政

策
」
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

未
整
理
地
区
農
地
の
荒

廃
防
止
を
図
る
に
は
、

基
盤
整
備
は
極
め
て
有
効
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、「
地
域
の

農
地
は
地
域
で
守
る
」
と
の
意

識
を
醸
成
す
る
た
め
に
「
人
、

農
地
プ
ラ
ン
」
の
中
で
話
し
合

い
を
行
い
、
総
合
的
な
プ
ラ
ン

を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
事
が

重
要
と
考
え
る
。
今
後
と
も
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
対
応
策

を
地
域
の
み
な
さ
ん
と
話
し
合

っ
て
い
き
た
い
。

高
齢
化
社
会
の
中
で
、

高
齢
者
の
元
気
な
活
動
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問答

問答

問 答

答

問答

問答

問答

基幹産業の農業
あらゆる手立てを
講じて守るべき!!

つぶやき…

東根市や金山町は３千
円の支援金、本市は千
円。あたたかい市政に
しては情けないなあ。

つぶやき…

雪
き
ら
り
の
ブ
ラ
ン
ド
化

問

元
気
な
尾
花
沢
づ
く
り

鶴子地区なかよしお茶のみ会

ど
う
な
る
パ
レ
ッ
ト
ス
ク
エ
ア



体
験
型
観
光
を
目
的
と
し
た
店

を
出
店
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

上
の
畑
焼
を
中
心
と
す

る
各
作
品
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
文
化
が
色
濃
く
残
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
場
所
や
地

域
に
赴
く
こ
と
で
、
よ
り
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
芸
術
作
品
だ

と
考
え
て
い
る
。
徳
良
湖
周
辺

で
も
作
品
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ

な
い
の
で
、
関
係
者
と
相
談
し

た
い
。

る
。
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進

や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
の

関
り
は
ど
う
か
。
ま
た
防
災
士

養
成
研
修
講
座
を
受
講
す
る
市

民
は
少
な
い
。
行
政
職
員
が
自

ら
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
や
出

前
講
座
、
各
種
補
助
金

に
よ
る
活
動
支
援
、
会
長
宅
へ

の
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

設
置
。
ま
た
住
民
主
体
の
防
災

力
向
上
の
た
め
、
山
形
県
防
災

士
養
成
研
修
講
座
で
の
防
災
士

資
格
取
得
を
支
援
し
て
い
る
が
、

自
主
防
災
会
毎
の
活
動
の
温
度

差
が
あ
る
。
女
性
や
福
祉
人
材

を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
主
体

の
参
加
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

自
主
防
災
会
へ
の
万
一

の
補
償
は
ど
う
か
。

｢市
民
総
合
賠
償
補
償

保
険
」
や
各
地
区
単
位

一般質問 一般質問

1617

市
内
の
業
者
が
受
注
対

応
に
追
わ
れ
る
場
合
、

近
隣
市
町
村
の
建
設
業
者
か
ら

の
作
業
支
援
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
か
。

平
成
19
年
７
月
よ
り
｢北

村
山
地
域
内
災
害
時
の

広
域
支
援
協
定
」
を
北
村
山
建

設
業
協
会
、
北
村
山
管
内
の
各

市
町
建
設
業
協
会
と
締
結
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に
広
域
的
な
連

携
体
制
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

関
係
団
体
な
ど
と
も
協
議
し
な

が
ら
連
携
体
制
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
。育

成
強
化
の
現
状
は
ど

の
よ
う
か
。
避
難
所
の

運
営
に
お
い
て
女
性
の
視
点
を

活
か
す
こ
と
も
大
変
重
要
で
あ

市長…雪対策を強化し災害に強いまちづくりを進める

豪雪時の災害協定を結べないか
市長…新年度予算の中で検討する

消防団員に適切な報酬と出動手当を

星川
ほしかわ

薫
かおる

議員

消
防
の
広
域
化
は
す
べ

き
と
お
考
え
か
。

本
市
の
よ
う
に
小
規
模

な
消
防
本
部
で
は
、
出

動
体
制
や
資
機
材
等
の
確
保
に

限
界
が
あ
り
、
将
来
的
に
消
防

力
を
維
持
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
消
防

広
域
化
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

鈴
すず

木
き

由
ゆ

美
み

子
こ
議員

で
「
自
治
会
活
動
保
険
」
に
加

入
し
て
い
る
。

環
境
基
本
計
画
の
見
直

し
に
よ
り
ご
み
減
量
化

や
新
た
な
焼
却
施
設
の
導
入
が

急
が
れ
る
が
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
市
民
意
識
向
上
、
街
中

の
美
化
や
景
観
に
配
慮
す
る
た

め
関
心
度
の
高
い
「
間
伐
材
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
事
業
の
拡

大
は
ど
う
か
。

現
在
副
燃
材
と
し
て
燃

や
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
る
法
律
に
変
わ
っ
て
い
る
。

財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
令

和
８
年
以
降
の
建
設
で
検
討
し

て
い
く
。
空
き
地
空
き
家
の
利

活
用
、
樹
木
の
管
理
や
花
壇
の

緑
化
に
取
り
組
む
。

サ
ル
ナ
ー
ト
の
ス
テ
ー

ジ
に
車
い
す
で
も
登
壇

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

取
り
外
し
可
能
な
ス
ロ

ー
プ
や
移
動
可
能
な
電

動
車
い
す
昇
降
機
な
ど
検
討
し

て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
の
報
酬
と
出

動
手
当
を
消
防
庁
長
官

よ
り
通
知
さ
れ
た
額
ま
で
上
げ

た
場
合
、
財
政
負
担
は
ど
の
程

度
に
な
る
か
。

消
防
庁
長
官
通
知
に
基

づ
き
、
団
員
階
級
の
年

額
報
酬
３
万
６
千
500
円
を
標
準

と
し
て
算
出
し
た
場
合
、
約
１

千
万
円
、
出
動
手
当
１
日
当
た

り
８
千
円
を
標
準
と
し
て
算
出

し
た
場
合
200
万
円
、
合
計
で
約

１
千
200
万
円
の
財
政
負
担
が
見

込
ま
れ
る
。

徳
良
湖
自
然
研
修
セ
ン

タ
ー
の
利
用
率
が
低
迷

消
防
の
広
域
化

し
て
い
る
。
常
時
体
験
型
の
観

光
が
で
き
る
施
設
と
し
て
改
築

し
て
は
ど
う
か
。

宿
泊
機
能
を
活
か
し
た

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整

備
や
徳
良
湖
の
景
観
と
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
組
み
合
わ
せ
た
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
を
考

え
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
師
匠
と
し
て
匠
の
会

を
活
用
し
、
３
年
後
に
銀
山
に

来
た
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
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問答

問

答

問答

問答

問

答
消防団の報酬
なんとかして
あげたいな～

つぶやき…

市民の声は
届いているか？

つぶやき…

答 環
境
関
連
施
策
・

街
並
み
や
景
観
の
整
備

問

答

自
主
防
災
組
織

問

問答

答 バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
は
進
ん
で
い
る
か

消
防
団
員
の
報
酬
と

出
動
手
当

徳
良
湖
の
観
光
事
業

問

令和２年度の地域おこし
協力隊の隊員数TOP10

都道府県名 市町村名 隊員
数

１位 北海道 東川町 50
２位 新潟県 三条市 49
３位 熊本県 高森町 42
４位 宮城県 丸森町 37
５位 宮崎県 都農町 32
６位 兵庫県 豊岡市 31
7位 三重県 いなべ市 29
８位 群馬県 上野村 27
９位 山梨県 北杜市 26
９位 島根県 邑南町 26
９位 山口県 萩 市 26
10位 大分県 竹田市 25
隊員の給料は特別交付税で
全額支給されます（隊員１
人当たり440万円上限）

令和３年12月に導入された
災害対応軽四輪駆動車



一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
い
わ
ゆ
る
宝
く

じ
助
成
事
業
は
、
大
変
有
利
な

助
成
事
業
だ
と
考
え
る
。
区
長

の
集
ま
り
や
各
団
体
の
会
議
な

ど
で
、
も
っ
と
PR
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。
少
子
化
で
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
統
合
な
ど
が
進

ん
で
い
る
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の

新
調
な
ど
に
使
え
な
い
か
。

過
去
に
使
っ
た
事
例
も

有
る
よ
う
だ
が
、
現
在

は
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
。
別

に
財
団
の
助
成
が
あ
り
、
こ
の

事
業
だ
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
助

成
対
象
に
な
る
。
PR
に
つ
い
て

は
、
年
度
当
初
の
区
長
会
な
ど

で
周
知
し
た
い
。

れ
な
か
っ
た
方
へ
今
後
支
援
の

考
え
は
あ
る
か
。

令
和
４
年
４
月
か
ら
定

期
接
種
の
標
準
年
齢
の

方
々
へ
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を

個
別
に
通
知
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
国
の
指
示
に
基
づ
い
て

接
種
勧
奨
し
接
種
体
制
を
整
え

て
い
く
。子

宮
頸
が
ん
予
防
の
た

め
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
定
期
検
診
が
重
要
で
検
診

者
を
増
や
す
対
策
を
ど
う
行
う

か
。

20
歳
以
上
の
検
診
を
希

望
す
る
方
に
毎
年
受
診

の
機
会
を
確
保
し
て
い
る
。
21

歳
の
方
は
無
料
で
受
診
が
で
き

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
が
ん
検

診
の
重
要
性
を
周
知
し
て
い
く
。

上
の
畑
焼
を
常
設
展
示

し
、
歴
史
を
後
世
に
伝

承
し
て
い
く
た
め
に
、
上
の
畑

焼
伝
承
館
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

上
の
畑
焼
を
よ
り
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
常
設
展
示
が
可

能
な
公
共
施
設
の
活
用
を
検
討

し
て
い
く
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
積
極
的
勧
奨
が
行
わ

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
か
し
、
電
子

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
検
討
し
て

い
く
。

山
刀
伐
峠
山
頂
の
ト
イ

レ
を
、
よ
り
安
心
安
全

で
管
理
し
や
す
い
ト
イ
レ
に
整

備
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
に
移
動

式
の
洋
式
ト
イ
レ
を
設

置
す
る
な
ど
検
討
す
る
。

伊
藤
瓢
堂
氏
が
上
の
畑

焼
を
再
興
さ
れ
て
40
年

に
な
り
、
窯
本
体
の
発
掘
調
査

が
必
要
で
は
な
い
か
。

窯
本
体
の
発
掘
調
査
に

つ
い
て
は
、
発
掘
の
目

的
や
考
え
方
な
ど
を
伊
藤
瓢
堂

氏
と
協
議
し
精
査
し
た
う
え
で

検
討
し
て
い
く
。

令
和
４
年
は
、
松
尾
芭

蕉
と
曾
良
が
鈴
木
清
風

宅
を
訪
れ
て
か
ら
333
年
に
な
る
。

最
上
町
や
山
形
市
な
ど
と
連
携

し
た
記
念
事
業
を
企
画
し
て
は

ど
う
か
。松

尾
芭
蕉
は
鈴
木
清
風

を
訪
ね
て
尾
花
沢
に
来

て
い
る
。「
芭
蕉
と
清
風
」
市

独
自
の
企
画
を
発
信
し
て
い
く
。

市
独
自
の
企
画
で
具
体

的
な
考
え
は
あ
る
か
。

芭
蕉
と
清
風
の
つ
な
が

り
を
再
発
見
す
る
企
画

と
し
て
市
文
化
財
専
門
員
の
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
や
特
別
展
を
検
討

し
て
い
く
。

尾
花
沢
版
ミ
ニ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
計
画
し
て

は
ど
う
か
。

一
過
性
の
も
の
で
は
な

く
QR
コ
ー
ド
を
活
用
し

会
は
、
本
町
内
に
移
転
を
検
討

し
て
い
る
。
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ａ
は
、

徳
良
湖
の
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

を
含
め
た
既
存
施
設
を
検
討
し

て
い
る
。
解
体
延
長
に
つ
い
て

は
交
渉
中
。
建
物
、
土
地
の
購

入
に
つ
い
て
は
、
話
し
合
い
を

重
ね
る
中
で
様
々
な
可
能
性
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

一般質問 一般質問

1819

パ
レ
ッ
ト
ス
ク
エ
ア
が

来
年
３
月
で
閉
店
を
予

定
し
て
い
る
。
市
の
関
係
し
て

い
る
も
の
が
４
つ
あ
る
。
バ
ス

待
合
所
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
観
光
物
産
協
会
、
Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｓ
Ａ
の
移
転
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
２
年
間
の
延

長
を
要
望
し
て
い
る
と
い
う
事

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

市
で
建
物
、
土
地
を
購
入
す
れ

ば
い
い
と
言
う
人
も
い
る
。
選

択
肢
の
一
つ
と
思
う
が
ど
う
考

え
る
か
。尾

花
沢
待
合
所
に
つ
い

て
は
交
通
事
業
者
と
情

報
交
換
を
し
、
継
続
的
に
利
用

し
た
い
旨
の
ご
意
見
を
頂
い
て

い
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利

用
で
き
な
い
か
と
話
を
頂
い
て

い
る
。
尾
花
沢
市
観
光
物
産
協

市長…利用者に不便が生じないよう対応する

どうなるパレットスクエア？
市長…｢芭蕉と清風｣市独自の企画を発信していく

芭蕉来訪333年記念事業を企画してはどうか

小関
こせき

英子
えいこ

議員 大類
おおるい

好彦
よしひこ

議員

診
療
所
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
に
つ
い
て
伺
う
。

公
立
病
院
と
の
連
携
強
化
に
よ

り
、
分
院
化
や
看
護
師
の
人
事

交
流
を
検
討
し
て
い
る
か
。

高
度
医
療
を
担
う
公
立

病
院
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

橋
渡
し
、
公
立
病
院
退
院
後
す

ぐ
に
自
宅
に
戻
れ
な
い
人
の
受

け
皿
に
な
る
な
ど
、
医
療
機
能

の
分
担
を
図
り
た
い
。
看
護
師

の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
決
定
事

項
で
は
無
く
不
安
は
あ
る
が
、

人
事
交
流
は
学
べ
る
場
の
創
設

で
あ
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋

が
る
。
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問答

問答

問答

問答

問答

歴史と文化を知り
次代に伝えることを
大切にしたい

つぶやき…

尾花沢市の
玄関口どう
なるのかなー

つぶやき…

問

答

答

問 一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

上
の
畑
焼
発
掘
調
査

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

問答 中
央
診
療
所
あ
り
方

検
討
委
員
会

問答問答

答

問
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学校施設の形態

ア
ン

ケ
ー

ト
の
目
的
は

先
生
方
の
意

見
を
集
約
し
、

学
校
の
あ
り

方
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
だ
。

望
ま
し
い
学

校
施
設
の
形

態
と
学
校
の

ス
タ
イ
ル
を

お
尋
ね
し
た
。

(グ
ラ
フ
参
照
)

以
前
「
上
の
畑
焼
の
紅べ

に

猪
口

ち
ょ
こ

」
を
市
で
開
発
し

た
ら
し
い
が
情
報
は
残
っ
て
い

る
か
。
県
で
は
世
界
農
業
遺
産

を
目
指
し
て
い
る
。
時
節
に
の

っ
て
企
業
と
連
携
し
た
Ｒ
＆
Ｄ

を
再
興
し
「
最
上
紅
花
」
に
こ

だ
わ
っ
た
農
業
支
援
、
地
域
活

性
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

紅
を
作
る
技
術
は
難
し

い
が
、
新
た
な
特
産
品

を
開
発
す
る
こ
と
は
本
市
農
業

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組

っ
て
い
く
。

灯
油
が
50
％
高
騰
し
、

例
年
の
灯
油
が
確
保
で

き
な
い
厳
し
い
冬
を
迎
え
て
い

る
。
暖
か
い
新
年
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
柔
軟
な
対
応
(上
乗
せ
）

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

生
活
へ
の
影
響
は
深
刻

と
捉
え
て
お
り
、
低
所

得
世
帯
の
灯
油
購
入
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
県
と
連
携
し
活
用

し
や
す
い
制
度
に
し
て
い
き
た

い
。

本
市
は
３
施
設
合
計
の
定
員
数

189
人
に
対
し
、
待
機
者
149
人
は
、

待
機
率
が
79
％
と
な
り
、
県
内

で
待
機
率
が
一
番
高
い
が
、
実

態
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

す
ぐ
入
所
で
き
な
い
状

態
は
把
握
し
て
い
る
。

待
機
者
の
実
態
は
県
の
調
査
で

本
市
は
171
人
、
そ
の
う
ち
施
設

入
所
77
名
、
入
院
中
54
名
、
自

宅
待
機
40
名
で
、
必
要
な
方
か

ら
順
次
入
所
し
て
い
る
。

待
機
者
が
安
心
し
て
順

番
を
ま
て
る
た
め
に
、

①
入
所
順
位
の
通
知
②
喀
痰

か
く
た
ん

吸

引
の
研
修
③
親
身
な
相
談
④
定

員
数
の
拡
充
を
提
案
す
る
が
、

市
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
考
え

か
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

中
心
に
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
と
連
携
し
、
支
援
を
行

平
成
30
年
度
よ
り
給
食

費
を
半
額
助
成
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
声
が
あ
る

か
。
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
し
、

格
差
と
貧
困
が
広
が
り
、
困
難

に
直
面
し
て
い
る
今
こ
そ
、
学

校
給
食
を
無
料
化
し
て
は
ど
う

か
。

「
家
計
の
負
担
が
減
り

大
変
助
か
る
」
と
の
保

護
者
の
声
が
あ
る
。
無
料
化
は

他
自
治
体
、
児
童
生
徒
数
、
財

政
負
担
を
考
慮
し
、
総
合
的
に

判
断
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

山
形
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会
の
調
査
で
は
、

昨
年
８
月
の
教
職
員
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
な

ぜ
地
区
説
明
会
と
常
任
委
員
会

に
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

ま
た
結
果
を
ど
う
受
け
と
め
て

い
る
か
。

次
ぐ
。
交
流
＆
関
係
人
口
の
利

用
者
増
で
維
持
管
理
が
持
続
可

能
に
な
る
よ
う
収
益
性
あ
る
プ

ラ
ン
に
見
直
し
す
べ
き
で
は
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や

パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
は
市

外
利
用
者
が
か
な
り
多
い
。
市

民
憩
い
の
場
と
し
て
徳
良
湖
を

整
備
し
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に

屋
内
遊
具
を
入
れ
、
Wi－

Fi
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
青
年

セ
ン
タ
ー
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
活
用
で
き
る
よ
う
ハ
ー
ド
面

の
整
備
を
計
画
的
に
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
米
政
策
｢尾

花
沢
の
ブ
ラ
ン
ド
米
戦

略
」
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

引
き
続
き
｢雪
き
ら
り

研
究
会
｣を
進
め
て
い
く
。

一般質問 一般質問

｢ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
」

は
、
地
中
熱
、
地
熱
に

こ
だ
わ
っ
て
民
間
企
業
と
連
携

し
新
築
を
考
え
る
世
代
に
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
全
体
構
想
案
の
再

エ
ネ
活
用
無
雪
化
ゾ
ー
ン
の
整

備
の
中
で
「
未
来
定
住
型
住
宅

エ
リ
ア
」
を
構
築
し
、
大
学
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
若
者
を

誘
導
し
街
並
み
の
再
構
築
に
つ

な
げ
て
い
く
。

湖
は
農
業
と
産
業
振
興

の
要
。
老
朽
化
し
改
修

が
必
要
な
公
共
施
設
が
今
後
相

市長…官民学連携で｢未来定住型住宅エリア｣を検討

雪があるから楽しいまちづくりを
教育委員会…目的は｢学校のあり方｣に反映させるため

なぜ報告がない｢教員アンケート」

鈴木
すずき

清
きよし

議員 塩
しお

原
ばら

未
み

知
ち

子
こ
議員

み
、
関
係
機
関
と
情
報
交
換
し

調
査
研
究
し
て
い
く
。

徳
良
湖
は
築
堤
50
周
年

の
年
に
御
所
山
県
立
自

然
公
園
の
飛
び
地
と
し
て
認
定

さ
れ
た
。
Ｒ
４
年
「
全
国
山
の

日
」
が
県
内
で
開
催
さ
れ
る
。

築
堤
100
周
年
記
念
事
業
も
コ
ロ

ナ
禍
で
延
期
に
な
っ
た
の
で
、

連
携
し
て
は
ど
う
か
。

｢山
の
日
展
示
リ
レ
ー
」

と
｢や
ま
が
た
百
名
山
写

真
展
｣を
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
４

月
28
日
〜
５
月
17
日
ま
で
開
催

し
、
大
会
記
念
登
山
を
各
地
区

で
行
う
。
ま
た
御
所
山
の
新
荒

神
コ
ー
ス
が
開
通
し
、
山
頂
ま

で
通
行
が
可
能
と
な
っ
た
の
で

お
披
露
目
登
山
を
調
整
し
て
い
く
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
待
機
者
の
解
消

問答問

答

問答

答

問答

問答

問答

大事なアンケート
は公開し、今後に
活かすべきだ。

つぶやき…

｢雪エネルギー｣を
様々活かす住まい創り
の研究所造りたいなぁ

つぶやき…

居
住
空
間
無
雪
化
計
画

御
所
山
県
立
自
然
公
園

徳
良
湖
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

問

答答 問

ブ
ラ
ン
ド
米
｢雪
き
ら
り
」

｢最
上
紅
花
｣と
尾
花
沢

問学
校
給
食
の
無
料
化

福
祉
灯
油

問答

学校のスタイル



必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
保

育
や
教
育
を
行
っ
た
上

で
、
そ
れ
に
加
え
て
連
携
を
図

る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

学
園
構
想
は
本
市
の
市

民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
利
点
が
あ
る
の
か
。

各
地
区
の
子
供
た
ち
が

一
緒
に
学
ぶ
こ
と
で
市

内
全
域
の
郷
土
の
歴
史
や
文
化
、

産
業
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
こ
の
体
験
は
、
子
供
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
｢ふ
る
さ
と
愛
」

を
よ
り
一
層
は
ぐ
く
む
こ
と
に

つ
な
が
る
。

学
校
、
保
育
園
の
建
設

は
本
市
に
と
っ
て
大
き

な
公
共
事
業
で
あ
り
、
め
っ
た

に
な
い
。
そ
し
て
小
学
校
や
中

学
校
や
保
育
園
は
住
民
の
集
会

場
に
な
っ
た
り
、
市
役
所
の
事

一般質問

学
園
構
想
は
子
供
た
ち

の
教
育
面
に
と
っ
て
ど

ん
な
利
点
が
あ
る
の
か
。

小
学
校
・
中
学
校
・
保

育
園
が
共
同
で
行
事
を

行
っ
た
り
、
学
習
で
協
力
し
た

り
し
や
す
い
。
ま
た
「
中
一
ギ

ャ
ッ
プ
」
の
解
消
や
小
学
校
入

学
時
の
不
安
感
解
消
な
ど
の
効

果
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
中
学

校
の
音
楽
担
当
教
員
が
小
学
校

で
校
歌
の
指
導
を
し
た
り
で
き

る
。

幼
児
期
、
小
学
生
時
、

中
学
生
時
は
成
長
の
過

程
が
大
き
く
異
な
る
。
各
段
階

で
の
保
育
や
教
育
は
大
き
く
異

な
る
の
で
は
な
い
か
。
保
育
や

教
育
は
各
段
階
で
個
別
に
な
さ

れ
る
べ
き
で
、
隣
接
し
て
行
う

市長…校舎が西向きになり、スクールバスがＵターンするには狭い

学園構想よりも小中学校は現在地を活用するべきでは

奥山
おくやま

格
きわむ

議員

業
の
説
明
会
場
に
な
っ
た
り
、

ま
た
運
動
行
事
の
場
や
、
イ
ベ

ン
ト
の
場
に
な
っ
た
り
、
ま
た

災
害
時
の
避
難
所
に
な
っ
た
り
、

各
種
選
挙
の
投
票
所
に
な
っ
た

り
す
る
。
一
か
所
に
集
ま
る
よ

り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
本
町
の
各
地

区
に
分
散
し
て
あ
っ
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
。

各
集
落
の
公
民
館
を
活

用
す
る
な
ど
、
で
き
る

方
法
を
探
っ
て
い
く
。

学
園
構
想
は
本
市
の
財

政
面
で
ど
の
よ
う
な
利

点
が
あ
る
の
か
。

統
合
校
１
校
と
す
る
場

合
に
は
、
理
科
室
や
音

楽
室
な
ど
の
特
別
教
室
は
、
１

つ
で
済
み
、
建
設
費
用
は
大
幅

に
削
減
で
き
る
。
ま
た
維
持
管

理
経
費
、
人
件
費
も
圧
縮
さ
れ

る
。

そ
れ
は
学
校
統
合
の
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。
学
園

構
想
で
は
７
〜
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
新
た
な
広
大
な
用
地
取
得
が

必
要
に
な
る
が
、
現
在
の
小
学

校
、
中
学
校
の
敷
地
に
建
て
る

の
で
あ
れ
ば
用
地
取
得
費
は
い

ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

現
在
の
小
学
校
用
地
は
、
か
つ

て
は
千
人
規
模
の
児
童
が
学
ん

で
い
た
学
校
で
あ
り
、
中
学
校

用
地
も
か
つ
て
は
700
人
規
模
の

生
徒
が
学
ん
で
い
た
学
校
で
あ

り
決
し
て
狭
く
は
な
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

小
学
校
の
地
形
を
み
る

と
西
向
き
の
校
舎
に
な

る
。
ま
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
入

っ
て
Ｕ
タ
ー
ン
、
す
れ
違
う
に

し
て
も
狭
い
と
思
う
。
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学
園
構
想

問答

問

答

問答

現地の方が、子供
たちにも、市民に
も、財政上もよい
のではないか。

つぶやき…

定
し
た
「
循
環
型
社
会
形
成
推

進
地
域
計
画
」
に
基
づ
き
準
備

を
進
め
て
い
る
が
、
現
在
の
計

画
で
は
交
付
金
を
活
用
す
る
こ

と
が
出
来
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
国
の
方
針
に
基
づ
き
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
考
慮
し
た
地
域
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
市
・
町
・
環
境

衛
生
事
業
組
合
と
で
協
議
を
進

め
て
い
く
。

催
し
て
は
ど
う
か
。

一
堂
に
会
し
て
の
説
明

会
を
行
っ
た
こ
と
は
無

い
。
開
催
に
向
け
て
調
整
し
て

い
く
。

令
和
４
年
４
月
に
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資

源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
る
。
今
後
の

ご
み
処
理
計
画
を
見
直
す
時
期

で
は
な
い
か
。

平
成
31
年
に
策
定
の
現

計
画
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
は
燃
や
す
こ
と
で
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
資
源
化
に
向

け
た
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
る

こ
と
か
ら
令
和
５
年
度
に
見
直

し
を
図
っ
て
い
く
。
ご
み
処
理

施
設
更
新
は
、
令
和
２
年
に
策

機
器
類
に
対
す
る
補
助
が
必
要

で
は
な
い
か
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
は

ま
だ
普
及
途
中
に
あ
り
、

要
望
の
多
い
機
械
本
体
の
導
入

を
優
先
的
に
支
援
し
て
い
く
。

農
業
者
へ
の
農
業
補
助

の
説
明
も
大
切
だ
が
、

機
器
取
扱
店
へ
の
説
明
会
を
開

災
害
発
生
時
に
は
情
報

の
共
有
を
行
う
こ
と
が

大
切
。
住
民
や
市
外
部
へ
伝
え

る
た
め
、
情
報
を
受
け
る
た
め

に
も
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

物
資
の
確
保
が
困
難
と

な
る
場
合
も
想
定
さ
れ
、

協
定
締
結
団
体
や
関
係
機
関
か

ら
調
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
必

要
な
物
資
に
関
す
る
情
報
が
一

元
的
に
管
理
さ
れ
、
情
報
共
有

が
な
さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
有

効
。

光
選
別
機
(色
選
機
)や

ド
ロ
ー
ン
を
使
う
た
め

に
は
周
辺
機
器
が
必
要
。
国
や

県
の
補
助
で
周
辺
機
器
に
対
す

る
補
助
は
無
い
。
今
後
、
周
辺

一般質問

市長…非常に有効

災害時は情報共有が大切では

鈴木
すずき

裕雅
ひろまさ

議員

問答

問

答

大切なのは出来るか否
かではなくどういった
ビジョンを描くか

つぶやき…

問

問

答

答

問

答答問

問答

農
業
補
助
の
拡
充

今
後
の
ご
み
処
理
計
画
は

農薬散布ドローン

米の光選別機(色選機)


